
スタッフが具材をたくさん入れるコツと
食べ方を実演 行

っ
て
み
た

２
０
１
７
年
11
月
５
日（
日
）

＠
三
方
原
協
働
セ
ン
タ
ー
料
理
室

VIETNAM

「
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室
」 

和気あいあいとした雰囲
気の中、皆でおしゃべり
しながら料理を作ります

ベトナム風ぜんざい “ チェー・
ボ ン・カウ (chè bông cau)”。
ココナッツミルクをかけていた
だきます
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ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
の
交
流
を
目
的
と
し

た
料
理
教
室
を
主
催
し
た
の
は
、
浜
松
市
内
で

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
や
、
大
人
向

け
の
日
本
語
教
室
な
ど
を
行
う
静
岡
県
ベ
ト
ナ

ム
人
協
会
。
料
理
教
室
は
あ
ら
か
じ
め
日
本
語

教
室
で
学
ん
だ
料
理
に
関
す
る
言
葉
を
使
っ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
学
習
者
が
日
本
人
に
料
理
の

作
り
方
を
説
明
す
る
実
践
の
場
で
す
。
講
師
の

グ
エ
ン
さ
ん
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
日
本
語
教

師
、
デ
ュ
ー
さ
ん
は
日
本
語
教
室
の
学
習
者
だ

そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
ベ
ト
ナ
ム
風
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
“
バ
イ
ン
ミ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
・
テ
ィ
ッ

（bánh m
ì kep thit

）”
と
ベ
ト
ナ
ム
の
デ
ザ
ー

ト
“
チ
ェ
ー
・
ボ
ン
・
カ
ウ
（chè bông cau
）”

を
参
加
者
全
員
で
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
の
説
明
の
後
は
バ
イ
ン
ミ
ー
と

チ
ェ
ー
の
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
バ
イ
ン

ミ
ー
に
は
様
々
な
具
材
が
あ
る
た
め
さ
ら
に
肉

団
子
を
作
る
人
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
作
る
人
な

ど
に
分
か
れ
ま
し
た
。
具
材
は
肉
団
子
、チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
の
他
に
も
な
ま
す
、
ベ
ト
ナ
ム
風
ハ
ム
、

生
野
菜
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具

材
が
完
成
し
た
ら
、
好
み
の
具
材

を
挟
ん
で
自
分
だ
け
の
バ
イ
ン
ミ
ー

を
作
り
ま
す
。
挟
み
方
と
食
べ
方
の

コ
ツ
を
伝
授
い
た
だ
く
際
に
、
フ
ラ
ン

ス
パ
ン
に
肉
団
子
を
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
で

つ
ぶ
し
な
が
ら
広
げ
る
様
子
に
日
本
人
参

加
者
は
び
っ
く
り
。
様
々
な
具

材
を
挟
む
た
め
の
コ
ツ
な
の
だ

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
好
み
の
具

材
を
挟
ん
で
い
き
、
最
後
に
パ

ク
チ
ー
を
添
え
た
ら
完
成
で
す
。

　

緑
豆
を
柔
ら
か
く
煮
た

チ
ェ
ー
・
ボ
ン
・
カ
ウ
は
ど
こ

か
ほ
っ
と
す
る
素
朴
な
味
わ
い
。

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
の
や
さ
し

い
甘
み
が
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
は
総
勢
37
名
！
日
本

の
食
材
と
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
違

う
の
か
、
日
本
の
食
材
で
代
用

は
可
能
か
な
ど
料
理
を
き
っ
か

け
に
自
然
と
日
本
語
の
会
話
が

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
作
る
ベ
ト
ナ
ム
料
理
！

 

日
本
語
を
使
っ
て
国
際
交
流

たくさんの具材をフ
ランスパンに挟んだ
らバインミー (bánh 
mì kep thit) の完成

　

外
国
人
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｕユ

ー

ト

ッ

ク

ー
Ｔ
ｏ
Ｃ
）

学
習
者
か
ら
の
提
案
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

浜
松
市
西
区
の
渚
園
で
ブ
ラ
ジ
ル
式
Ｂ
Ｂ

Ｑ
“
シ
ュ
ハ
ス
コ(Churrasco)

”
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、絶
好
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
日
和
で
し
た
。

　

皆
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
よ
う
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
の
は
来
日
14 

年
の
細
川
時
夫
さ
ん
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
シ
ュ
ハ
ス
コ
は
男
性
が
や
る
も
の
だ
そ

う
で
、
お
肉
や
野
菜
を
焼
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
場

所
取
り
か
ら
片
付
け
ま
で
て
き
ぱ
き
と
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総

勢
11
名
で
、
こ
の
日
用
意
し
た
お
肉
は
牛
肉
（
ピ

カ
ー
ニ
ャ
、
ア
ル
カ
ト
ラ
）
４
kg
、手
羽
先
２
kg
、

ハ
ツ
1.5
kg  
、
リ
ン
グ
イ
ッ
サ
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
約

２
kg
！
他
に
も
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
20
個
、
ブ
ラ
ジ

ル
人
学
習
者
手
作
り
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
ヴ
ィ
ナ

グ
レ
ッ
チ
、
野
菜
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

ち
な
み
に
“
ピ
カ
ー
ニ
ャ(picanha)

”
は
、

部
位
で
い
う
と
イ
チ
ボ
に
あ
た
り
、
牛
の
お
尻

の
先
に
つ
い
て
い
る
お
肉
。
牛
1
頭
か
ら
取
れ

る
量
が
と
て
も
少
な
い
希
少
な
お
肉
で
、
ほ

ど
よ
く
脂
が
の
っ
た
柔
ら
か
い
赤
身
が
と
て
も

ジ
ュ
ー
シ
ー
。“
ア
ル
カ
ト
ラ(alcatra)

”
は
ラ

ン
プ
と
呼
ば
れ
る
部
位
の
こ
と
で
、
脂
身
が
少

な
く
ヘ
ル
シ
ー
な
赤
身
肉
。
ス
パ
イ
ス
と
ハ
ー

ブ
が
効
い
た
リ
ン
グ
イ
ッ
サ
も
、
じ
っ
く
り
焼

く
こ
と
で
脂
が
落
ち
て
カ
リ
カ
リ
に
な
り
、
日

本
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
は
一
味
違
っ
た
味
わ
い
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
部
位
や
量
な
ど
は

お
店
の
方
と
相
談
し
て
決
め
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
時
夫
さ
ん
が
炭
火
に
直
に
水
を
か
け
て
火

加
減
、
焼
き
加
減
を
見
な
が
ら
丁
寧
に
焼
い

て
く
れ
た
お
肉
は
ど
れ
も
お
い
し
く
、
お

腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル

式
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

渚園には広大な芝生広場があり、潮風を感じなが
らバーベキューを楽しむことができます

１ シュハスコでは様々な部位の
肉が使われます。牛肉が主で
すが、鶏の手羽先やハツなど
もよく食べられています。写真
手前がピカーニャ、奥がハツ

２ ブラジル料理に欠かせない
“ ヴィナグレッチ ” は香味野菜
とお酢で作るさっぱりした味
のソース（手前右）

３ リングイッサは、長時間焼くと
脂が落ちてカリカリになります

（手前左）。好きな具材をブラジ
ルのフランスパンにはさんで食
べるのもおすすめ

行
っ
て
み
た

２
０
１
７
年
７
月
29
日（
土
）

＠
渚
園

「
ブ
ラ
ジ
ル
式
B
B
Q 

」 
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BRAZIL

火
加
減
が
肝
！
炭
火
で
じ
っ
く
り
焼
い
て
味
わ
う

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

１3

2

準備から片付けまでてきぱきと動
く時夫さん。後片付けも男性が率
先して行ってくれました

4041


